
11 TSUNAGI　     TSUNAGI 10

各
行
事
な
ど
で
撮
影
し
た
写
真
や
掲
載
し
た
写
真
が
欲
し
い
人
は
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
政
策
企
画
課　
☎
７
８
ー
３
１
１
４
（
内
２
２
３
）
ま
で

TOWN TOPICKS
まちのわだい

　3月 20日（金・祝） 、第 21回 B&G海洋センター
所長杯小学生バレーボール大会が開かれました。水
俣・芦北地区から 12 チームが出場。A・B・パー
トに分かれて試合がありました。結果は次のとおり
です。
▶Aパート優勝　津奈木ジュニア男子
▶Bパート優勝　水俣VBC（C）

はつらつとサーブにアタック
B&G海洋センター所長杯小学生バレーボール大会

↓出場した津奈木ジュニアの子どもたち

隊員からは活動内容や課題のほか、定住に向けた
今後の抱負などについての発表がありました

INTERVIEW津奈木町就農への道
　昨年９月から、みどり食料システム
推進担当として町の皆さまには大変
お世話になっています。これまでの
活動として、つなぎふれあい祭りをは
じめとした町内外イベントへのつなぎ
FARM出店支援、町の新規就農者と
の交流会の開催、町の農家さんでの
援農など、約半年間の中でさまざま
なことに携わることができました。
　農業経験ゼロの私には、その全て
が刺激となり、この津奈木町で就農
し、農家の皆さんの一員となりたい

という思いがさらに大きくなりまし
た。引き続き町おこしのお手伝いを
しつつ、栽培技術を磨き、町の活性
化や将来の就農に向けた活動に邁進
していきます。

福岡でのつなぎ FARM出店

INTERVIEW 農業の現場で学ぶ地域の力
　昨年11月から津奈木町の地域お
こし協力隊・農業活性化推進部門
で活動している古谷です。着任後す
ぐに町内で多く栽培されている柑橘
の収穫時期を迎え、現在はデコポ
ンや甘夏、パール柑などの収穫・選
別作業を中心に農業支援に取り組
んでいます。
　繁忙期で人手を求める農家の皆さ
んと関わる中で交流も広がり、現場
で学ぶことの多さとともに、津奈木
の魅力である人の温かさを実感しま

した。また、近隣市町の農業イベン
トにも足を運び、情報収集や意見交
換を行いながら、今後は町内イベン
トの集客や地域のさらなる活性化に
つなげていきたいと考えています。

チェーンソーを使って甘夏の樹を剪定古谷 裕樹 さん

新しい風を地域に吹き込む―
REPORT 地域おこし協力隊活動報告会

津奈木町の地域おこし協力隊の8人が、各フィールドを拠点に活動しています。
３月19日㈭、活動報告会で隊員がどんな思いで活動してきたのかを発表しました。

　3 月 20 日（金・祝）、千々岩スミ子さん（辻）が
100 歳の誕生日を迎えられ、山田町長から表彰状や
記念品、花束が贈られました。ご家族に話を伺うと「病
院に行くことが多く、病弱だったが、ここまで長生き
してくれて本当にうれしい。いつもは寝ているのに今
日はたくさん笑ってくれたので良かった」と話してい
ました。

長寿を祝って
千々岩スミ子さん100 歳祝い

↑ご家族に囲まれて笑顔で記念撮影

　3月10日㈫、民生委員委嘱状交付式が開かれ、新
立晴敏さん（大泊）が新たな委員として任命されました。
民生委員とは、地域住民の身近な相談役として高齢者
や子ども、生活に困りごとを抱える人の見守りや支援、
行政との橋渡し役を担います。新立さんは「地域の皆
さんと一緒になって見守り活動に取り組んでいきたい
です」と話していました。

私たちの身近な相談相手
民生委員委嘱状交付式

↓委嘱状を受け取る新立さん

　3月23日㈪、津奈木小学校卒業式が開かれ、40
人の児童たちが6年間お世話になった学び舎を旅立ち
ました。「これから、自分の行動で自分の未来が変わっ
てきます。将来の夢や目標の実現に向けて、諦めずに
挑戦する皆さんを応援しています」と船場校長先生が
式辞。卒業生たちは「これからは夢と希望を胸に、羽
ばたきます」とこれからの抱負を述べました。

学び舎に別れ、未来へ一歩
津奈木小学校卒業式

↑船場校長先生から1人1人へ卒業証書が手渡されました中山 裕隆 さん


